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山田の海を守る会主催の山田町合併50周年記念「山に広
葉樹を植える運動」第５回植樹祭が５月21日、織笠新田地
区の町有地で開かれました。この日植えられた苗木は、コナ
ラ700本とブナ100本の計800本。参加した皆さんは小さな
緑の成長を願いながら一本一本丁寧に植え込んでいました。
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町
が
昨
年
九
月
に
、
町
内
全
世
帯（
七
千
五
十
一
世
帯
）を
対
象
に

実
施
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
21
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
平
成
十
八
年
度
か
ら
始
ま
る
第
八
次
山
田
町
総
合
発
展
計

画
の
策
定
に
伴
い
実
施
し
た
も
の
で
、
回
答
し
て
い
た
だ
い
た
内
容

は
、
住
み
心
地
、
町
の
将
来
像
、
今
後
の
重
点
施
策
な
ど
十
一
問
。
ア

ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
は
六
〇
・
六
％（
四
千
二
百
七
十
四
世
帯
）で
し

た
。
今
号
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
グ
ラ
フ
で
紹
介
し
ま
す
。

住み�
良い町だ�
15.0%

まあまあ�
住み良い町だ�
34.7%

どちらとも�
言えない、�
普通だ�
32.8%

  やや住�
みにくい�
      町だ�
            9.1%

住みにくい町だ�
　　　5.2%

その他　0.4% 無回答　2.8%

設問
１ あなたは、山田町に住んでいて、どのよ
うな感想をお持ちですか。（１つ選択）

町民の皆さんが生き生きと希望に満ち溢れた毎日を
過ごせるように、町では総合発展計画を策定します
（５月22日に行われた山田北小学校運動会）
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◆住み心地については、「住み良い町だ」または
「まあまあ住み良い町だ」と答えた人が約半数
の49.7％。「やや住みにくい町だ」と「住みに
くい町だ」を合わせた14.3％を35.4ントポイ上回っ
ています。
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�近所や職場での付き合
い、人間関係

�スポーツ･レクリエー
ションを楽しむこと

�音楽や芸術などを楽し
むこと

⑳生涯を通じて学習でき
る環境

⑲学校などの教育環境

⑱子供を健全に育てる環
境

⑰仕事と子育てが両立で
きる環境

⑯お年寄りや障害を持つ
人のための福祉サービス

⑮病院などでの保健医療
サービス

⑭就職や働く環境

⑬いろんな情報が手に入
ること

⑫下水など生活排水の処
理

⑪道　路

⑩旅行など遠い地域へ行
くための交通の便

⑨通勤、通学、通院など
の日常交通

⑧買い物などの便利さ

⑦広さや日当たりなど住
宅の状況

⑥町並みや景観

⑤親しめる自然

④海や川の水質、大気な
どの環境

③ごみの処理

②犯罪や交通事故などに
対する安全性

①津波、水害などの防災
対策

あなたは、次の項目について、日ごろどのよ
うに感じていますか。（項目ごとに1つ選択）

満足 まあま
あ満足

どちらとも
いえない、普通

やや
不満

不満 無回答
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4.4％
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3.4％

3.7％
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2.0％

4.8％

3.7％

59・3
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43・3
％

20・8
％

18・8
％

18・7
％

2・3
％

1・4
％

0・6
％

1・5
％

2・1
％

2・4
％

あなたは、「現在の山田町」のイ
メージとして、どのようなことを思
い浮かべますか。

64.2%

44.7%

36.7%

32.0%

23.5%

21.5%

21.2%

あなたは、「山田の良いところ」として、これから先もずっと
大切にしていきたいと思うものは何ですか。（３つまで選択）

7.4%

1.1%

4.7%

2.3%

豊かな自然などを生かしながら、人と自然が調和し
た望ましい環境をつくっていくためには、それぞれの
立場で環境問題に取り組むことが必要ですが、特にど
のようなことが重要だと思いますか。（２つまで選択） ①恵まれた自然

②祭りや行事など
の文化や伝統

③豊かな人情

④農山漁村の風景

⑤浜独特の活気

⑥純粋、素朴さ

⑦郷土意識や人々
の連帯感

⑧勤勉、質素な気
質

⑨その他

⑩特にない

無回答

無
回
答

�
わ
か
ら
な
い

�
そ
の
他

⑳
派
　
手

⑲
先
進
的

⑱
広
　
い

⑰
危
　
険

⑯
便
　
利

⑮
豊
　
か

⑭
つ
め
た
い

⑬
き
た
な
い

⑫
活
気
が
あ
る

⑪
安
　
全

⑩
明
る
い

⑨
暗
　
い

⑧
せ
ま
い

⑦
貧
し
い

⑥
美
し
い

⑤
後
進
的

④
地
　
味

③
あ
た
た
か
い

②
不
　
便

①
活
気
が
な
い

48.2%

40.2%

31.9%

26.6%

16.4%

12.1%

5.6%

1.8%

5.0%

①住民や事業者が、ゴミを減らしたり資
源を大切にしたりするよう心掛ける

②町が積極的に公害規制や自然保護
などに取り組む

③学校や地域で、環境教育を進める

④地域や団体で、環境美化やリサイク
ルなどの活動に取り組む

⑤省エネルギー対策、新エネルギーの
活用促進

⑥活動グループの紹介や情報提供

⑦積極的な取り組みを行っている団
体・グループなどを表彰する

⑧その他

無回答

設問
２

設問
５

設問
４

設問
３

◆満足度が高いのは、「親しめる自然」「住宅の状況」
「ごみの処理」。一方、不満に感じているものは、「交
通」「働く場所」「道路」という結果となっています。

◆現在の山田町のイメージとして「活気がない」と
答えた人が最も多く、約６割に上っています。

17・8
％

8・3
％

10・8
％

12・2
％

13・2
％

13・8
％

5・8
％

4・3
％

3・8
％

2・7
％

2・7
％

2・7
％



【４】

これまで経験したことのない超高齢社会の中で、お
年寄りが暮らしやすい社会をつくっていくためには、
どのようなことが大切だと思いますか。（３つまで選択）

58.1%

2.4%

1.4%

15.4%

45.2%

40.2%

37.9%

35.4%

25.3%

23.9%

①医療や在宅介護サービスがいつでも受けら
れるようにする
②お年寄りや家族が気軽に相談できる窓口
を増やす
③老人ホームや老人保健施設などの施設を
充実する
④お年寄りを支えるボランティア活動など、地
域での助け合いや交流を深める
⑤生きがいを見つけることや、若いころから健
康づくりを行う
⑥防犯、防災対策やバリアフリーなど、お年寄
りが暮らしやすい住宅やまちづくりを進める
⑦ホームヘルパーなど福祉の仕事に従事する
人を育てる

⑧保健師の訪問指導などを充実する

⑨その他

無回答

子供たちが個性や能力に応じて、健やかに成長して
いくためには、特にどのようなことが大切だと思いま
すか。（３つまで選択）

53.5%

5.4%

1.8%

13.5%

50.7%

41.8%

35.4%

30.1%

22.5%

21.8%

①いじめ問題や非行防止に、家庭・学校・地
域全体で取り組む
②個性を生かした教育ができるよう、学校教
育の内容を充実する
③自然との触れ合いや地域の文化、歴史な
どを学ぶ機会を増やす
④海外や町内外の人 と々の交流やお年寄り
などさまざまな世代との交流を進める
⑤子供たちの悩みに応える教育相談を充実
する
⑥家庭など学校以外の場での教育を充実す
る

⑦スポーツ活動を盛んにする

⑧音楽や美術、演劇などを楽しめる機会を増
やす

⑨その他

無回答

地域の産業、経済が発展していくためには、産業基
盤の整備が重要ですが、あなたは、さらにどのような
ことが重要になっていくと思いますか。（３つまで選択）

51.2%

8.1%

1.8%

17.8%

43.2%

43.2%

36.2%

27.1%

21.2%

20.7%

①後継者や技術者を育てる

②特産品の開発や加工など、生産物の価
値を高める対策を行う

③企業の誘致や新しい産業おこしを進める

④他の産業や業種との協力・連携を進める

⑤販売ルートを広げるため、宣伝活動を積
極的に行う

⑥生産技術や企画力を向上させる

⑦融資や助成制度を充実する

⑧情報通信網などを整備する

⑨その他

無回答

高齢化が進んでいる一方で、少子化が進んでいます。
あなたは、子供を生み育てていくためには、どのよう
なことが重要だと思いますか。(２つまで選択)

61.4%

6.2%

1.6%

7.7%

12.4%

13.3%

14.7%

16.5%

56.3%

①出産や子育てにかかる経済的負担を軽
くする

②育児休業制度や保育サービスの充実など子供を
育てながら働ける環境整備と企業の理解、支援

③小児医療や健康診断、母子保健指導な
どを充実する

④男性も家事や育児に参加するという意識
啓発を進める

⑤子供が安心して遊べる公園などを整備する

⑥受験競争を和らげるなどゆとりのある教育を
進める

⑦妊娠、出産、子育てなどについての相談窓
口を充実する

⑧その他

無回答

4
・
7
％

無
回
答

�
そ
の
他

�
国
際
交
流
の
推
進

�
芸
術
・
文
化
の
振
興

�
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
振
興

�
生
涯
学
習
の
充
実

�
自
治
会
、コ
ミ
ュ
ニ
ティ
ー
活
動

の
活
性
化

⑳
地
域
連
携
・
交
流
の
推
進

⑲
情
報
通
信
網
の
整
備
な
ど
情

報
化
の
推
進

⑱
防
災
対
策

⑰
児
童
福
祉
の
充
実

⑯
環
境
の
保
全

⑮
都
市
計
画
の
推
進（
街
路
、
区

画
整
理
、
公
園
の
整
備
な
ど
）

⑭
住
民
参
画
に
よ
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
推
進

⑬
青
少
年
の
健
全
育
成

⑫
ゴ
ミ
処
理
対
策

⑪
道
路
の
整
備

⑩
学
校
教
育
の
充
実

⑨
農
林
業
の
振
興

⑧
地
域
の
安
全
対
策（
防
犯
、
交

通
事
故
防
止
な
ど
）

⑦
観
光
業
の
振
興

⑥
下
水
道
の
整
備

⑤
商
工
業
の
振
興

④
高
齢
者
や
障
害
者
福
祉

③
企
業
の
誘
致

②
保
健
・
医
療
対
策

①
水
産
業
の
振
興

1
・
1
％

2
・
7
％

4
・
3
％

4
・
5
％

5
・
2
％

6
・
2
％

9
・
3
％

10
・
1
％

10
・
6
％

14
・
0
％

14
・
0
％

14
・
0
％

14
・
3
％

14
・
9
％

18
・
3
％

18
・
9
％

19
・
7
％

20
・
4
％

21
・
1
％

22
・
6
％

22
・
8
％

23
・
2
％

27
・
2
％

35
・
5
％

41
・
6
％

54
・
9
％

設問
６

設問
７

設問
９

設問
８

今後、まちづくりを進めていくために、
特にどの部門に力を入れていくことが大
切だと思いますか。（５つまで選択）

設問
10 ◆今後、特に力を入れるべき部門として、「水産業の振

興」「保健・医療対策」「企業の誘致」「高齢者や障害
者福祉」を望む声が多く出されています。



【５】

町
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
昨

年
開
催
の
地
域
別
懇
談
会
、
分
野
別

懇
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見
・
提
言
の

ほ
か
、
山
田
中
学
校
三
年
生
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
提
言
を
基
に
「
第
八
次
山

田
町
総
合
発
展
計
画
」
の
策
定
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
農
林
漁

業
、
保
健
福
祉
、
教
育
な
ど
各
分
野

の
関
係
者
、
一
般
公
募
の
町
民
な
ど

二
十
人
で
構
成
す
る
「
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
」（
沼
�
C
委
員
長
）で
の
審

議
を
経
て
、
本
年
度
中
に
計
画
が
策

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
な
ど
を
基
に

本
年
度
中
に
計
画
策
定

24.4%

13.0%

12.6%

24.2%

23.7%

22.3%

20.2%

43.8%

39.3%

34.5%

31.6%

31.1%

27.5%

26.3%

24.1%

40.9%

53.2%

50.2%

44.4%

43.1%

28.5%

21.8%

21.7%

20.9%

16.9%

48.6%

36.3%

36.2%

33.9%

32.7%

11.5%

13.7%

12.4%

0.3%

12.2％

①沿道、川、漁港、集会所などの自主的な
清掃・草刈り

②ごみ減量化の地域啓発

③地域内組織の資源ごみ回収活動

④沿道花壇などへの花植えと管理、除草

⑤不法投棄の地域監視や通報

⑨敬老会、「お座敷広場」などの自主運営

⑧各種講座への出席（声掛け）

⑦社会的弱者を地域で支える「結い」の醸
成など

⑤自立に向けた地域社会の助け合い

⑥高齢者などの健康ウォーキングなどの普
及

④一時的な除雪活動

③隣近所の支え合いで安心して子育てが
できる地域づくり

②隣家や近所での声掛けや一時預かりな
ど

①一人暮らし高齢者や高齢者世帯の安否
確認と防災体制の整備

①ＰＴＡ、自治会など地域行事などへの参
加奨励

②各種スポーツ大会への参加奨励（声掛け）

③講演会などへの参加奨励（声掛け）

④地域内郷土芸能団体の活動支援（伝統
文化の継承発展）

⑤各地区の趣味教養サークルの結成、自主
活動

⑥学習活動を普及啓発する地域リーダーの
育成

⑦活動を普及、啓発する地域リーダーの育
成

①幼児、児童、高齢者の交通安全

②町道や歩道、公共施設などの一次除雪

③夜間歩行の反射材の着用奨励

④地域ぐるみの交通ルール順守の呼び掛
け

⑤防火水槽、消火栓、集会所などの除雪

⑥防災訓練への住民参加率の向上（呼び
掛け）

⑦自主防災への意識啓発

⑧地域ぐるみの防災意識の啓発と協力体
制確立

⑨地域内自主防災組織の結成、活動促進

①地域内の道路、側溝、河川、集会所、漁
港など公共物の愛護と清掃

②受託管理施設の適正な管理

③標語看板など公共的構造物の維持補修

④その他

無回答

地　域　福　祉

環　境　保　全

教　育・文　化

防災・地域安全

公共物の管理等

これまで以上に地域の皆さんと課題解決に向けて連
携・協力（「協働」）し、まちづくりを進めていくことが
求められています。次の地域課題のうち、町民の皆さん
や民間組織の力で取り組むことができると思われるもの
は何ですか。（いくつでも回答可）

設問
11

◆「地域福祉」分野の「一人暮らし高齢者や高齢者世帯の安否
確認と防災体制の整備」「隣家や近所での声掛けや一時預
かりなど」と答えた人が多く、ともに５割を超えています。

観光、生産活動の場となる恵まれた自然環境の
保全を望む声が多く寄せられました
観光、生産活動の場となる恵まれた自然環境の
保全を望む声が多く寄せられました
観光、生産活動の場となる恵まれた自然環境の
保全を望む声が多く寄せられました
観光、生産活動の場となる恵まれた自然環境の
保全を望む声が多く寄せられました
観光、生産活動の場となる恵まれた自然環境の
保全を望む声が多く寄せられました
観光、生産活動の場となる恵まれた自然環境の
保全を望む声が多く寄せられました
観光、生産活動の場となる恵まれた自然環境の
保全を望む声が多く寄せられました
観光、生産活動の場となる恵まれた自然環境の
保全を望む声が多く寄せられました
観光、生産活動の場となる恵まれた自然環境の
保全を望む声が多く寄せられました
観光、生産活動の場となる恵まれた自然環境の
保全を望む声が多く寄せられました
観光、生産活動の場となる恵まれた自然環境の
保全を望む声が多く寄せられました
観光、生産活動の場となる恵まれた自然環境の
保全を望む声が多く寄せられました
観光、生産活動の場となる恵まれた自然環境の
保全を望む声が多く寄せられました
観光、生産活動の場となる恵まれた自然環境の
保全を望む声が多く寄せられました
観光、生産活動の場となる恵まれた自然環境の
保全を望む声が多く寄せられました
観光、生産活動の場となる恵まれた自然環境の
保全を望む声が多く寄せられました
観光、生産活動の場となる恵まれた自然環境の
保全を望む声が多く寄せられました
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土
出
身
の
方
々
が
懐
か
し
く
読
み
、

広
報
か
ら
勇
気
を
も
ら
っ
て
い
る
こ

と
を
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

川
崎
に
い
る
山
田
出
身
の
叔
父
夫

婦
も
会
い
に
き
て
く
れ
、
山
田
弁
で

話
し
な
が
ら
横
浜
港
の
大
桟
橋
、
ベ

イ
ブ
リ
ッ
ジ
、
山
下
公
園
、
外
国
人

墓
地
な
ど
を
見
て
周
り
、
横
浜
を
満

喫
し
ま
し
た
。

山
田
か
ら
東
京
駅
に
着
い
た
ら
、

ま
ず
岩
手
の
生
ん
だ
原
敬
首
相
が
駅

構
内
で
一
青
年
に
命
を
奪
わ
れ
た
場

所
を
拝
ん
で
き
た
い
と
思
っ
て
い
た

の
で
、
弟
夫
婦
と
三
人
で
手
を
合
わ

せ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
場
所
に
は
目

立
つ
よ
う
に
六
十
�
四
方
の
茶
色
い

タ
イ
ル
が
床
に
埋
め
込
ま
れ
、
横
の

壁
に
は
説
明
パ
ネ
ル
が
は
っ
て
あ
り

ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
パ
ネ
ル
を
読

み
、
偉
大
な
首
相
を
し
の
ん
で
き
ま

し
た
。
原
ケ・
イ・
さ
ん
と
言
わ
れ
て
ま

す
が
、
原
タ・
カ・
シ・
さ
ん
な
ん
で
す
ね
。

今
度
の
旅
行
は
と
て
も
楽
し
く
意
義

あ
る
も
の
で
し
た
。

美
智
子
（
八
幡
町
・
？
歳
）

のだまさとくん
（わかき保育園・５歳）

先
日
、
連
休
を
利
用
し
て
横
浜
市

の
弟
の
所
に
旅
し
て
き
ま
し
た
。
素

晴
ら
し
い
夜
景
を
窓
か
ら
眺
め
な
が

ら
眠
り
、
翌
朝
目
覚
め
る
と
「
姉
さ

ん
、
広
報
や
ま
だ
が
届
い
た
よ
」
と

弟
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
の

上
に
広
報
が
あ
り
、
遠
い
横
浜
の
地

で
山
田
の
広
報
に
会
え
る
な
ん
て
…
。

言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
く
ら
い
あ

り
が
た
く
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
郷

三
度
目
の
横
浜
を
訪
ね
て

船
小
の
創
立
記
念
運
動
会

り
、
転
倒
し
な
が
ら
も
餅も

ち

を
十
個
、

割
引
券
入
り
菓
子
を
三
個
拾
い
、
と

て
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。
花

ま
り
ん
の
成
功
を
お
祈
り
ま
す
。

山
�
泰
司
（
船
越
・
59
歳
）

皆
さ
ま
お
元
気
で
す
か
。「
ふ
る

里
山
田
同
郷
の
会
」
が
発
足
し
て
二

十
年
に
な
り
ま
す
。
町
の
財
政
的
な

ご
支
援
と
、
関
係
者
の
方
々
の
ご
理

解
に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

毎
年
、
各
地
区
の
方
々
の
ご
協
力

で
、
物
産
即
売
、
郷
土
芸
能
の
出
演

な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

懸
命
に
練
習
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

と
お
聞
き
し
て
お
り
、
私
た
ち
も
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
関
東
地
域
に
お
ら
れ
る
ご
親

戚
、
お
知
り
合
い
の
方
々
に
も
参
加

を
呼
び
掛
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
に
い
る
近
隣
市
町
村
の
皆
さ

ん
と
の
交
流
も
あ
り
ま
す
。
下
閉
伊

年
は
関
谷
の
山
田
大
神

楽
保
存
会
の
皆
さ
ん
に

上
京
出
演
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ふ
る
里
会
創
立
の
と
き

に
も
来
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
当
日
に
備
え
て

ふる里山田同郷の会会長
東京都港区

堀合　辰
たつ

夫
お

さん（７２歳）
〔関谷出身〕

地
区
一
市
三
町
三
カ
村
の
代
表
者
の

方
々
と
話
し
合
っ
て
い
る
う
ち
に
、

い
わ
ば
自
然
発
生
的
に
、
し
か
も
定

期
的
な
懇
談
会
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

先
月
は
三
十
回
目
の
寄
り
合
い
を
持

ち
ま
し
た
。
ふ
る
里
会
そ
の
も
の
と

は
別
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
都
度
、

会
費
制
（
実
費
割
り
勘
）で
、
地
域
共

通
の
談
合
？
を
し
て
い
ま
す
。
先
々

月
、
ミ
ニ
コ
ミ
誌
「
お
で
ん
せ
」
を

発
行
し
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
一
応
、

私
が
会
長
に
な
っ
て
い
ま
す
。
閉
伊

農
民
一
揆
や
周
囲
の
合
併
問
題
、
共

同
物
産
展
な
ど
も
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
Ｐ
Ｒ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【７】 【６】

「
花
ま
り
ん
」の
成
功
祈
る

四
月
二
十
九
日
、「
花
ま
り
ん
」の

今
シ
ー
ズ
ン
の
営
業
が
始
ま
り
、
一

周
年
記
念
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
老
若
男
女
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

園
内
の
盆
栽
や
花
の
出
来
栄
え
に
は

び
っ
く
り
。
餅
ま
き
で
は
童
心
に
帰

船
越
小
学
校
創
立
百
三
十
周
年
記

念
大
運
動
会
が
五
月
二
十
二
日
、
好

天
の
下
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
学
び
舎や

か
ら
巣
立
っ
た
数
多
い
卒
業
生
の
う

ち
、
最
高
齢
者
は
も
う
大
正
年
代
の

方
々
の
よ
う
だ
。
過
去
を
振
り
返
り
、

あ
の
こ
ろ
の
校
舎
の
面
影
は
消
え
て

も
校
庭
の
学
園
広
場
に
は
創
立
以
来

の
数
知
れ
な
い
卒
業
生
の
足
跡
が
秘

め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
と
、
無
性
に

懐
か
し
さ
と
と
も
に
在
り
し
日
の
複

雑
な
心
境
が
脳
裏
を
去
来
す
る
。
わ

た
し
の
在
校
時
の
恩
師
は
も
ち
ろ
ん

こ
の
世
の
人
で
は
な
く
、
せ
め
て
こ

の
機
会
に
歴
代
の
恩
師
の
面
影
を
し

の
び
、
回
顧
し
た
い
と
思
う
。

こ
の
日
の
運
動
会
も
鼓
笛
演
奏
、

バ
ト
ン
演
技
な
ど
の
出
し
物
で
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
と
な
り
、
創
立
記
念
イ

ベ
ン
ト
に
花
を
添
え
た
。
わ
た
し
た

ち
は
歴
史
あ
る
船
小
の
出
身
で
あ
る

こ
と
に
誇
り
を
抱
き
、
創
立
記
念
を

こ
と
ほ
ぎ
会
場
を
後
に
し
た
。
そ
し

て
残
り
少
な
い
余
生
を
テ
レ
サ
・
テ

ン
の
名
曲
に
あ
や
か
り
、
時
の
流
れ

に
身
を
ま
か
せ
、
あ
せ
ら
ず
生
き
て

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ふ
ぃ
〜
ば
ぁ
〜
・
な
っ
つ（
12
）

Ｖ
５（
17

）

お
の
は
る
な（
６
）

沼
崎
晴
香（
？
）

ヤ
ギ
の
お
さ
し
み（
15
）

稲
川
美
里（
11
）

佐
藤
晴
奈（
？
）

福
士
結
衣（
８
）

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ（
11
）

佐
藤
恵
美
子（
11

）

横
田
彩
夏（
８
）

横
田
華
�（
７
）

チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
デ
ス
ト
ロ
〜
イ
。（
15

）

佐
々
木
純
子（
？
）

佐
々
木
眞
子（
12
）

坂
本
香
純（
10

）

威
繪
琶
癒
微
。（
15
）

き
ゃ
ん
ち
ょ
め（
？
）

い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

齋
藤
忠
雄
（
船
越
・
79
歳
）

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

み
ど
り
児
を

あ
や
し
と
も
ど
も
笑
い
つ
つ

日
々
を
重
ね
る
老
の
幸
せ

佐
藤
美
栄
子
（
大
沢
・
84
歳
）

共
友
に
傘
寿
の
坂
を
登
り
行
く

O
藤
菊
實
（
荒
川
・
77
歳
）

霞
露
ケ
岳

霞
の
低
く
た
な
び
き
て

五
月
の
山
に
う
ぐ
い
す
の
鳴
く

菊
地
サ
カ
ヱ
（
織
笠
・
70
歳
）

公
園
の
想
い
出
橋
に
さ
し
か
か
り

あ
り
し
の
友
の
笑
顔
浮
べ
る

松
�
�
雄
（
船
越
・
？
歳
）

私
の
お
も
い
つ
き

老
お
い
て
心
ひ
と
つ
で

若
き
日
も
あ
る

平
山
ツ
ネ
子
（
石
峠
・
60
歳
）

ご

さ

つ
き

はまなす学園運動会
第21回はまなす学園運動会が開催されま

す。施設利用者による競技のほか、わかき
保育園と山田幼稚園の園児による遊戯も披
露されます。どうぞご来場ください。
�日時 6月5日（日）

午前9時半～午後零時半
�場所 Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館前グラ
ウンド（雨天の場合は体育館で行います）
�問い合わせ はまなす学園（�84－3231）
へどうぞ。

qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq

qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

「ふる里山田同郷の会」が東京で開かれます。
同会は、東京近郊に暮らす方々に、古里山田を
思い出して交流を深めてもらおうと開催されて
いるもので、今回で20回目の節目を迎えます。
当日は第20回記念として山田大神楽の出演や郷
土の懐かしい物産品の販売のほか、特産品が当
たるくじ引きを用意しています。
町にゆかりのある人であればどなたでも参加

できますので、皆さんの兄弟や知人などに連絡
してあげてください。
◆日時 ６月19日（日）午後１時～３時
◆場所 中野サンプラザ（東京都中野区中野
４－１－１）
◆参加方法 参加を希望する人は直接会場へお
越しください。
◆会費 6,000円（年会費を含みます）
◆問い合わせ 役場産業振興課商工観光担当
（�82－3111内線233）へどうぞ。

東京で「ふる里会」開催
兄弟や知人に連絡してね

６月
１９
日

湊勇樹（？）

モモンガ（25）

ポ
ン
タ（
26
）

伊藤有紗（13）

６月
生ま
れの



今月の題字

泉 澤 雅 也君
（轟木小6年）

日本の文部科学大臣に当たる中華民国台湾教育部の杜正
勝部長から飯岡の平泉宣

せん

さん（47）に感謝状が贈られまし
た。平泉さんは、4月に開催された朱振南・南奎雲友好書
画展の実行委員代表として同展を成功させるなど、台湾と
日本の文化交流に尽力。これまでの功績が認められたもの
です。5月17日、受賞の報告と併せて台湾の朱振南さんか
ら山田町に寄贈された書「善縁」を届けに役場を訪問した
平泉さんは、「この感謝状はわたしが頂いたのではなく、
書画展などに温かく協力してくれた皆さんが頂いたものだ
と思っています」と感謝の気持ちを表していました。

町では、10月1日現在で行われる国勢調査に向け、山田
町実施本部を設置。5月11日、本部長の川村永爾助役が実
施本部となる役場総務課前に看板を掲げました。国勢調査
は大正9年から5年ごとに行われているもので、今回で18
回目。日本に住むすべての方が対象になります。調査結果
は国や県、町などの行政施策として幅広く活用されます。
ちなみに前回調査で本町の人口は21,214人（男9,971人、
女11,243人）、世帯数は6,835世帯となっています。

山田どまんなか商店街が発足

気軽に買い物を楽しんで

国勢調査の実施本部を設置

体制整え準備を進める

平泉宣　
飯 岡 の 台湾から感謝状が贈られる

書画を通じた文化交流に尽力

まさ や

【８】

本町中心部の商店街の活性化を目指し、山田どまんなか
商店街（馬場安民会長・加盟18店）が発足しました。シャッ
ターが閉まっていた店舗に3月に呉服店、5月に介護用品
専門店とレストランが開店したのを契機に有志で立ち上げ
たもので、消費者に気軽に買い物を楽しんでもらおうと休
憩用のベンチを設置するなどしています。発足イベントは
5月14日と15日に開かれ、ミニ夜店が開設されたほか、
山田大神楽と境田虎舞が商売繁盛の舞を披露しました。

さん



【９】

県春季陸上

ス
タ
ミ
ナ
を
蓄
え
て
臨
ん
だ
今
回
の

大
会
。
そ
し
て
二
十
二
年
ぶ
り
の
快

挙
を
成
し
遂
げ
た
小
林
君
は
「
大
会

記
録
が
出
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
次
は

県
高
校
記
録
１
分
52
秒
93
の
更
新
を

目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
今
後
の

活
躍
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
五
月
二
十
六
日
か
ら
北
上

市
で
行
わ
れ
た
第
五
十
七
回
県
高
総

体
陸
上
競
技
の
男
子
八
百
�
で
、
小

林
君
が
見
事
優
勝
。
東
北
大
会
へ
の

切
符
を
手
に
し
て
い
ま
す
。

男子800トルメー

小
林
君（

）が
大
会
新
Ｖ

山
田
高

�

年

22
年
ぶ
り
に
記
録
塗
り
替
え
る

危険性の高い業務に精励した人を顕彰する危険業務
従事者叙勲が４月29日付で発令され、本町から元自
衛官の佐々木敬さんが受章の栄に輝きました。

瑞宝単光章
防衛〔元３等空尉〕

佐々木 敬
けい

さん
（長崎・61歳）

昭和37年、航空自衛隊入隊。
山田分屯基地に配属されて以
来35年間、地上無線の整備業

務に従事。山田に18年間、沖縄に３年間、再び山田に戻
り隊員の服務指導に当たる。平成10年退官。「先輩や仲
間に恵まれ、つらいと思ったことはない」と振り返る。
「国の守りは大切」と使命感を持ち、大過なく勤め上げ
たのが大きな誇り。受章について「叙勲はご褒美のよう
なものです。これを機に、これまで苦労を掛けた家族に
何かの形で感謝の気持ちを表したい」笑顔で話します。
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山田ＢＢＳ会では、岩手掃除に学ぶ会と共催で
７月に開催する「サマーアクションin山田」への参
加者を募集します。この活動は、清掃を通して自
分の心を磨くことを目的にトイレ掃除などを行う
ものです。当日は、同活動を推進する竹花豊東京

都副知事にもご指導していた
だきます。町民の皆さんの積
極的な参加をお願いします。

◆内容 山田高校のトイレ（便
器約100器）の清掃
◆参加費 一般…1,000円

高校生以下…500円
※弁当代を含みます。

◆持参する物 汗ふき用タオル、
上履き、長靴
◆定員 100人（定員になり次
第締め切ります）
◆申込期限 6月20日
◆申込先・問い合わせ 山田Ｂ
ＢＳ会事務局（一休松尾山田
店内�81－2230）へどうぞ。

※７月16日（土）に竹花豊東京都副知事による講演会を
開催します。詳しくは次号の広報でお知らせします。

日時 7月17日（日）
午前８時半～

場所 山田高校
東京都副知事

竹 花 　 豊
ゆたか

さん

兵庫県出身。東京大学
法学部卒。大分県警本
部長、警察庁首席監察
官などを歴任。平成13
年９月から広島県警本
部長を務め、暴走族対
策や少年問題に取り組
む。平成15年６月、治
安対策担当の東京都副
知事に就任。昨年12月
に山田町を訪問。57歳。

�

清掃活動への参加者を募集

県
春
季
陸
上
競
技

会
兼
国
体
選
手
選
考

会
の
男
子
八
百
�
に

出
場
し
た
山
田
高
校

の
小
林
剛
君
（
三
年
）

が
、
二
十
二
年
ぶ
り

に
大
会
記
録
を
塗
り

替
え
る
１
分
55
秒
87

で
優
勝
し
ま
し
た
。

大
会
は
五
月
七
日

か
ら
県
営
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
で
行
わ

れ
、
同
種
目
に
は
百

四
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

好
ス
タ
ー
ト
を
切
り
一
周
目
を
55
秒

台
と
ス
ピ
ー
ド
に
乗
っ
た
小
林
君
は

「
い
つ
も
は
ほ
か
の
選
手
に
つ
い
て

い
き
ま
す
が
、
こ
の
日
は
監
督
の
指

示
で
最
初
か
ら
飛
ば
し
ま
し
た
。
思

い
ど
お
り
に
走
れ
ま
し
た
」
と
レ
ー

ス
前
半
を
振
り
返
り
ま
す
。
後
半
で

も
ペ
ー
ス
を
保
ち
、
最
終
コ
ー
ナ
ー

を
回
っ
た
と
こ
ろ
で
「
大
会
記
録
に

迫
る
ペ
ー
ス
で
す
」
と
い
う
場
内
ア

ナ
ウ
ン
ス
に
応
え
る
よ
う
に
ス
パ
ー

ト
。
ト
ッ
プ
を
キ
ー
プ
し
た
ま
ま
ゴ
ー

ル
し
、
大
会
記
録
の
１
分
56
秒
70
を

１
秒
余
上
回
り
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
使
え
な
い
冬
場
に

は
ロ
ー
ド
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
鍛
え
、

後
半
ま
で
ス
ピ
ー
ド
を
維
持
で
き
る

22年ぶりに大会記録を更新した小林剛
つよし

君



【１０】

「
広
報
や
ま
だ
」
五
月
一
日

号
で
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
山

田
町
合
併
五
十
周
年
記
念
事
業

と
し
て
開
か
れ
た
「
朱
振
南
・

南
奎
雲
友
好
書
画
展
」
は
、
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
来
場
さ

れ
、
盛
岡
会
場
を
し
の
ぐ
盛
況

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
期
間
中
に

出
展
者
の
お
二
人
を
囲
む
懇
親

会
が
開
か
れ
、
大
変
和
や
か
で

友
好
的
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ご
縁

か
ら
朱
先
生
の
作
品
を
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
思
い

が
け
な
く
五
月
中
旬
に
は
町
や
、

こ
の
展
示
会
に
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
山
田
高
校
書
道
部
な
ど

に
台
湾
か
ら
書
画
が
届
け
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
見
て
い
た
だ
く
機
会
を
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
籍
や
人
種
は
違
っ
て
も
芸

術
に
対
す
る
思
い
は
変
わ
ら
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

し
た
交
流
で
し
た
。
こ
の
企
画

に
ご
協
力
さ
れ
、
草
の
根
の
交

流
が
国
際
親
善
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
も
教
え
て
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

町の施策に意見を
町政モニター募集

町では、町政モニターの一部
を募集します。
�募集人数　５人
�応募資格　平成17年４月１日
現在で20歳以上の人（公務員
は除きます）
�業務の内容　町のアンケート
に回答する定例報告や、気が
付いたことなどを寄せていた
だく随時報告
�応募方法　はがきに①住所②
氏名③生年月日④性別⑤電話
番号⑥職業（勤務先）⑦最終
学歴⑧各種モニター経験者は
名称と年度⑨町政モニターと
しての抱負（100字程度）──
を記入し、お送りください。
�応募期限　６月15日
�応募先・問い合わせ　役場総
務課情報管理担当（〒028－
1392 山田町八幡町３番20号
内線421）へどうぞ。

教科書展示会に
ご来場ください

平成17年度の教科書展示会が
開催されます。
�期間　６月17日～７月６日
※土・日曜日は除きます。
�時間　午前９時～午後５時
�場所　宮古地区合同庁舎（宮
古市五月町１－20）
�問い合わせ　平成17年度教科
書用図書採択協議会事務局
（川井村教育委員会内�76－
2167）へどうぞ。

町で臨時職員を
一般公募します

�職種　一般事務補助
�募集人数　１人
�応募資格　町内に住所があり、
パソコン操作のできる人
�賃金日額　5,400円
�勤務場所　住民生活課
�任用期間 ７月１日～10月31日
※必要がある場合は最大８カ月
まで期間が更新されます。
�申込方法　役場住民生活課、
各支所に備え付けの履歴書に
必要事項を記入し、役場総務
課へ提出してください。
�申込期限　６月10日
�問い合わせ　役場住民生活課
住民記録担当（内線123）へ。

家屋の新築などは
お早めに届け出を

住宅や店舗、車庫、物置など
の家屋を新築・増築、取り壊し
をした場合などには、役場へ届
け出が必要となります。また、
名義を変更したときにも同様に
届け出が必要です。手続きが遅
れると、既に無くなっている建
物に課税されたり、前の所有者
に課税されたりすることになり
ますので、速やかに届け出てく
ださい。届け出があった家屋に
ついては、役場税務会計課職員
が家屋調査にお伺いしますので、
ご協力をお願いします。
�届け出先・問い合わせ　役場
税務会計課資産税担当（�内
線114）へどうぞ。

親子紙漉き教室
参加しませんか

鯨と海の科学館では、第３回
海の体験教室「親子紙漉き工作
教室」を開催します。
�日時　６月19日（日）

午後１時～４時
�場所　鯨と海の科学館
�対象と定員　小学３年生以上
30人
※小学３、４年生は保護者が同
伴してください。
�内容　牛乳パックを利用した
海藻入り和紙作り（次回教室
で和紙を利用した電気スタン
ドの笠を製作する予定です）
�持参する物　筆記用具、アイ
ロン、アイロン台、前掛け
�申込期限　６月17日
�申込先・問い合わせ　鯨と海
の科学館（�84－3985）へ。

バウンドテニスで
体動かしませんか

子供からお年寄りまで誰でも
手軽に楽しめるスポーツ、バウ
ンドテニスの教室が開催されま
す。どうぞご参加ください。
�日時　６月16日（木）

午前10時～11時半
�場所　Ｂ＆Ｇ海洋センター体
育館
�対象　一般町民
�参加料　200円
�申込期限　６月15日
�申込先・問い合わせ　町教育
委員会事務局社会体育担当
（�82－5505）へどうぞ。

す

町の各種協議会
委員を一般公募

町では、各種協議会などの委
員の一部を募集します。
健康づくり推進協議会委員

�募集人数　３人
�応募資格　保健活動に関心が
ある20歳以上の町民で、町税
を滞納していない人
�委員の業務　健康づくりや保
健活動などに関する事項の審
議
�任期　７月１日から２年間
介護保険運営協議会委員

�募集人数　４人
�応募資格　40歳以上の町民で、
町税や介護保険料を滞納して
いない人
�委員の業務　介護保険の予算
や保険料率に関する事項など
の審議
�任期　７月１日から２年間
介護保険事業計画策定委員会
委員
�募集人数　４人
�応募資格　町税や介護保険料
を滞納していない町民
�委員の業務　介護保険事業計
画策定委員会に出席し、同計
画に関する意見を述べる
�任期　８月から来年３月31日
まで
◆応募方法　役場保健福祉課、
役場各支所に備え付けの応募
用紙に必要事項を記入して申
し込んでください。
◆応募期限　６月17日
◆応募先・問い合わせ　役場保
健福祉課（内線161、163）へ。



浄化槽設置補助の
追加申請受け付け

町では、家庭用の浄化槽を設
置する方に補助金を交付してい
ます。本年度の受け付け枠に若
干余裕がありますので、追加の
申し込みを受け付けます。家の
新築やトイレ、風呂の改築など
をお考えの方はお申し込みくだ
さい。なお、申し込み多数の場
合は抽選とします。
�補助額　５人槽…375,000円
７人槽…438,000円　８～50
人槽…555,000円
�対象地区　下水道整備に着手
していない�小谷鳥�漉磯�
豊間根�荒川──地区。
※山田、織笠地区でも下水道整
備計画区域を除いた一部の地
域で補助対象となる区域があ
りますので、事前にご相談く
ださい。
�申込期限　６月15日
�申込先・問い合わせ　役場地
域整備課下水道業務担当（内
線212）へどうぞ。

山田の昔写した
写真募集します

町では、山田町合併50周年記
念事業企画展「絵と写真で見る
山田のあゆみ」の開催に先立ち、
同展で使用する写真を募集しま
す。対象となる写真をお持ちの
方はご連絡ください。
�募集する写真　明治時代から
昭和30年代ころまでの「山田
の風景が写ったもの」「当時
の風俗がわかるもの」
�募集期限　７月29日
�連絡先・問い合わせ　町教育
委員会事務局文化担当（内線
624）へどうぞ。

まちで出会ったかわいい笑顔

国家公務員の採用
試験が行われます

国家公務員Ⅲ種の採用試験が
行われます。
�試験区分　行政事務、電気･
情報、機械、土木、建築、農
業、農業土木、林業、税務
�受験資格　昭和59年４月２日
（税務は昭和60年４月２日）
から昭和63年４月１日までに
生まれた人
�試験内容　高校卒業程度の教
養試験、作文試験など（試験
区分により異なります）
�試験日　９月４日（日）
�試験地　盛岡市
�受付期間　６月21日～28日
�申込先・問い合わせ　人事院
東北事務局第二課（�022－
221－2022）へどうぞ。

シルバーカレッジ
共に学びませんか

県では、「いわてシルバーカ
レッジ」の受講生を募集してい
ます。高齢者の皆さんに楽しい
生涯学習の場を提供することを
目的とし、おおむね60歳以上の
県民であればどなたでも参加で
きます。どうぞご参加ください。
�日程　６月から来年１月まで
に２泊３日の研修を８回程度
�場所　陸中海岸青少年の家
�内容　県内外の多彩な講師陣
による講義、実習、バスでの
移動研修など
�受講料　無料（ただし、宿泊
費や活動に伴う材料費などは
実費負担となります）
�定員　100人（定員になり次
第締め切ります）
�問い合わせ　陸中海岸青少年
の家（�84－3311）へどうぞ。

交通事故の巡回
相談開催します

交通事故巡回相談が行われま
す。相談は無料ですので、利用
を希望される方は下記までお申
し込みください。
�日時　６月15日（水）

午後１時～５時
�場所　釜石地方振興局
�申込先　釜石地方振興局（�
0193－25－2701）
�問い合わせ　県立県民生活セ
ンター（�019－624－2209）へ。

【１１】

�月の町長面談日
�日時　６月16日（木）

午前10時～正午
�場所　役場４階特別応接室
※面談希望の人は役場総務課
内線413へご連絡ください。

行政相談あります
�日時　６月16日（木）

午前10時～正午
�場所　町中央コミセン
※行政について納得できない
ことなどご相談ください。

ふるさとのＣＭを
作ってみませんか

町では、岩手朝日テレビ主催
の「ふるさとＣＭ大賞」に出展
するビデオ作品を募集します。
山田の魅力を30秒の映像で表現
してみませんか。応募予定の方
は事前にお申し込みください。
�作品テーマ　ふるさと自慢、
観光、物産、伝統、人物、歴
史、自然など山田町の魅力や
特徴を表現したものであれば
テーマは問いません。
�応募資格　町民または本町に
ゆかりのある人
�応募方法　家庭用または業務
用ビデオで撮影した映像を30
秒にまとめ、ＶＨＳ、ＭｉｎｉＤＶな
どに記録して10月20日までに下
記担当へ提出してください。
�審査方法　町が応募作品の審
査を行い、１作品を「ふるさ
とＣＭ大賞」に出展します。
※採用作品の著作権は山田町に
帰属します。
�申込期限　６月20日
�申込先・問い合わせ　役場総
務課情報管理担当（内線421）
へどうぞ。

第�回山田町議会定例会
�日時　６月７日（火）開会

午前10時～
どなたでも傍聴できます。

詳しい日程などについては、
町議会事務局（�82－3114）
へお尋ねください。

�５月21日に行われた植樹祭で
植えられた苗木の数は？
�50本　�80本　�800本

�今号の８㌻「町のわだい」の
題字を書いてくれた泉澤雅也
君はどこの小学校？
�大沢　�豊間根　�轟木

�県春季陸上競技会で小林剛君
が大会新を出して優勝した種
目は男子○㍍？
�100 �800 �42.195㌔
�今月の「一歳になりました」
に登場している赤ちゃん14人
のうち、男の子は何人？
�９人　�10人　�11人

【応募方法】 はがきに①クイ
ズの答え②住所③氏名④年齢を
明記の上、ご応募ください。全
問正解者の中から抽選で10人に
500円の図書カードをプレゼン
ト。応募は一人１通です。
【応募先】 〒028－1392（住所
記載不要）山田町役場広報クイ
ズ係
【締め切り】 ６月20日（当日
消印有効）
☆前回の正解は、①－Ｂ、②－
Ａ、③－Ｂ、④－Ｃでした。応
募者数は45通で全員が正解、抽
選の結果次の10人が当せんしま
した。
山田＝佐藤晴奈（？） 北浜町

＝佐藤恵美子（11） 中央町＝K
樹理（25） 飯岡＝佐々木順子
（42） 境田町＝横田華�（７）
船越＝阿部由佳（11）、黒沼五百
子（？） 織笠＝福士結衣（８）
大沢＝箱石慎吾（17） 豊間根＝
佐藤義昭（61） 〈敬称略〉
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町民のうごき
（ 4 月 1 日～30日）

�出生……１２人 �転入……８２人

�死亡……１９人　　�転出……９３人

�人口…２０,８３２人（今月減１８人）

男…９,９９８人 女…１０,８３４人

�世帯数………………７,２５４世帯

�広報やまだ�は環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキ（植物油）を使用しています。
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【１２】

一 條 　 廉
れん

（飯岡・整・男）

４月届け出分（敬称略）
〔出生〕（ ）は保護者名と性別
�山田 伊東将

しょう

（好則・男）、竹内晃
あき

広
ひろ

（正
広・男）、小林鈴

すず

菜
な

（大司・女）、道又華
はな

（城・女）
�船越 吉田祥

しょう

太
た

郎
ろう

（純・男）、木村萌
め

衣
い

（智・女）、福舘拓
たく

真
ま

（裕也・男）
�田の浜 田代さくら（勉・女）
�大沢 中村寿

す

々
ず

加
か

（忠司・女）、田村紫
し

音
おん

（進也・女）
�豊間根 西川恵

め

生
い

（秀樹・女）

〔結婚した二人〕（ ）は住所
駿河秀一（釜石市）・坂本雪絵（長崎）
西村薫（宮古市）・佐々木奈津美（織笠）
山根嘉春（大浦）・半澤愛美（埼玉県川口市）
稲川光寿（織笠）・山�優（田の浜）
堀合照（長崎）・小林紀宮子（大浦）
阿部政和（飯岡）・吉田真弓（盛岡市）
山屋晃浩（織笠）・黒沢真=子（船越）
柏谷智康（大沢）・佐々木忍（新里村）

〔死亡〕（ ）は年齢
�山田 福士カメ（86）、∑喜惠子（79）、阿
部茂男（86）、澤村光子（64）
�船越 三浦トキハ（90）、在´サメ（87）
�田の浜 阿部ユキエ（90）、五十嵐ツヤ
（90）、O々木善一（81）
�織笠 沼端善一（56）、昆ソメ（80）、阿部
清1（77）
�大沢 福士タケ（83）、山本œ實（69）
�豊間根 豊間根#子（46）
�荒川 芳賀チトセ（77）、芳賀忠一（69）、
O々木重�（64）

赤
ち
ゃ
ん
紹
介�

なりました�

一
歳
に�

赤
ち
ゃ
ん
紹
介�

なりました�

一
歳
に�
なりました�

一
歳
に�

６月生まれ�

※敬称略・（ ）内は地区名、保護者、
性別です。

千 葉 海
かい

翔
と

（船越・勝英・男）
在 原 伶

り

音
お

（大沢・純子・男）

横 田 小
さ

和
わ

（山田・和宏・女）

倉 本 美
み

樹
き

（田の浜・晃・女）
山 口 真

ま

穂
ほ

（荒川・望・女）

阿 部 行
ゆき

浩
ひろ

（織笠・重喜・男）

川 村 翔
しょう

英
えい

（大浦・真矢・男）

山 根 捺
なつ

星
せ

（八幡町・朋紀・女）

◆
い
つ
も
広
報
ク
イ
ズ
に
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ

ん
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
見
る

の
が
毎
月
楽
し
み
で
す
▼
ク
イ
ズ
の
応
募
や
イ

ラ
ス
ト
な
ど
の
投
稿
を
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
お
願

い
で
す
。
応
募
の
際
は
必
ず
「
住
所
」
と
「
氏
名

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は
本
名
）」
を
書
い
て
く

だ
さ
い
ね
。
書
か
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、

送
っ
て
い
た
だ
い
た
作
品
が
掲
載
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
忘
れ
な
く
。

◆
山
田
町
合
併
五
十
周
年
記
念
と
し
て
、
各
種

事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
広
報
担
当

も
記
念
号
発
行
の
準
備
で
昔
の
資
料
を
整
理
中
。

先
人
が
築
い
て
く
れ
た
輝
か
し
い
歴
史
や
人
々

の
生
活
な
ど
、
こ
の
半
世
紀
の
さ
ま
ざ
ま
な
表

情
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
▼
五
十
周
年
記
念
の
企
画
展
の
開
催
も
予
定

さ
れ
て
お
り
、
展
示
す
る
写
真
を
募
集
（
十
一

�
）
し
て
い
ま
す
。
昔
懐
か
し
い
写
真
を
お
持

ち
の
方
は
ご
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

幸 和

� 尾 琉
る

衣
い

（飯岡・拓実・女）

佐々木　曙
あきら

（大浦・榮光・男）

中 村 佳
か

愛
いと

（織笠・佳和・男）
丹 内 将

まさ

也
や

（長崎・英樹・男）
田 畑 　 了

りょう

（織笠・功・男）

「水道水 まちのすみまで 未
来まで」をスローガンに、6月
1日から7日まで第47回水道週
間が実施されます。各家庭で何
気なく使っている水道水。その
水も限りある資源です。大切に
使いましょう。
�家中の蛇口を全部閉めている
とき、水道メーターの針が動い
ていれば漏水信号。水道メー

ターを時々見る習慣をつけま
しょう。
�水抜き栓を半開にしておくと
蛇口を開けなくても流しっぱ
なしの状態になります。必ず
全開か全閉にしてください。
�水道の新設や修理などの工事
は町指定の工事店以外ではで
きません。ご注意ください。
�転入や転出などで水道の使用
開始、停止をする場合はお早
めに下記へご連絡ください。
◆問い合わせ 町水道事業所
（�82－2300）へどうぞ。

６月７日まで水道週間
限りある資源を大切に


